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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

 

最近の業績の動向により、平成 18 年 8 月 10 日に公表いたしました平成 19 年 3 月期中間期(平成

18 年 4 月 1 日～平成 18 年 9 月 30 日)の業績予想を下記の通り修正いたします。 

 

記 

 
1. 平成 19 年 3 月期中間期  連結業績予想の修正(平成 18 年 4 月 1 日～平成 18 年 9 月 30 日) 

(単位：百万円)  

 売 上 高 営業利益 経常利益 中間純利益 

前回発表予想   (Ａ) 
(平成 18 年 8 月 10 日発表) 

66,000 4,800 4,400 3,800

今回修正予想   (Ｂ) 69,600 5,600 5,200 4,800

増  減  額  (Ｂ－Ａ) ＋3,600 ＋800 ＋800 ＋1,000

増  減  率 ＋5.5％ ＋16.7％ ＋18.2％ ＋26.3％

前期(平成 18 年 3 月期中間期)実績 49,656 4,532 4,270 3,808

 

 

2. 平成 19 年 3 月期中間期  単体業績予想の修正(平成 18 年 4 月 1 日～平成 18 年 9 月 30 日) 

(単位：百万円)  

 売 上 高 営業利益 経常利益 中間純利益 

前回発表予想   (Ａ) 
(平成 18 年 8 月 10 日発表) 

30,500 3,500 3,450 3,500

今回修正予想   (Ｂ) 31,400 3,600 3,700 3,900

増  減  額  (Ｂ－Ａ) ＋900 ＋100 ＋250 ＋400

増  減  率 ＋3.0％ ＋2.9％ ＋7.2％ ＋11.4％

前期(平成 18 年 3 月期中間期)実績 26,353 2,581 2,788 3,041

 

  



  

 

 

 

3.  修正の理由 

平成 19 年 3 月期中間期の連結業績につきましては、バルブ事業におきましては、国内設備投資が堅

調に推移し売上が増加したほか、北米をはじめとした海外市場でも売上が増加し好調に推移しました。 

また、伸銅品事業におきましても、主要原材料である銅や亜鉛などの市況が急騰したことを受けて製

品価格が上昇し、さらに販売量も増加したことから、売上高については予想を大きく上回り、損益につき

ましても、製品価格の上昇が材料市況の急騰に後追いとなった第 1 四半期の厳しい収益状況が改善し

たこともあり、公表数値を上回る見通しとなりましたので、当中間期の連結業績予想を修正するとともに、

合わせて単体業績予想も修正いたします。 

 

4.  その他 

平成 19 年 3 月期(平成 18 年 4 月 1 日～平成 19 年 3 月 31 日)の連結及び単体の通期業績予想につ

きましては、平成 18 年 11 月 6 日に予定しております中間決算発表時に公表する予定であります。 

 

以  上   


